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小児期の成長ホルモン（GH）は出生後 1 年間と第二次性徴期に分泌が盛んになり身長が

急速に伸びる。身長の伸びは出生後 1 年間に男女とも平均 25cm、第二次性徴期には女児（11
歳）平均 8cm、男児（13 歳）平均 10cm である。GH 分泌の日内変動は、起きている時間帯

では、朝から夜に 3 回ピーク（食前高く、食後低下する）を認め、夜は睡眠直後の 22 時か

ら 2 時の時間帯にピークを認め、朝方になるに従い徐々に低下する。 
SGA（small-for gestational age）で出生した小児が 2 歳までに身長が catch-up しない場

合には、小児期を通じて低身長のまま経過することが知られており、これは SGA 性低身長

症と呼ばれる。本症は健常小児と同じか、やや早く思春期に入る傾向があり、多くは成人身

長も低身長に終わり、成人低身長の約 20％を占める。SGA 性低身長症児に対しては約 50
年前から GH 治療が行われ、有効性・安全性が実証され、SGA で出生した小児では将来の

メタボリック・シンドロームとの関係が指摘されているので、耐糖能、脂質代謝などは特に

注意して経過観察が必要である。 
成人型成長ホルモン分泌不全症では睡眠障害、鬱、高脂血症、肥満、脱毛などが問題とな

り、ＧＨ正常分泌の人に比べ、脳梗塞、心筋梗塞のリスクが高く、平均寿命も男女とも 10
－15 年短い。またそれらの症状はＧＨ治療により改善する。 
小児の成長ホルモン分泌不全性低身長症（GHD）では成人の様に鬱が多いとの従来の報

告がなかったため、GH 治療前後で鬱のスコアの評価を比較検討したところ、有意差をもっ

て鬱症状は改善した。身長が改善したために精神的に明るくなり、鬱症状が改善したのでは

なく、GH の脳への直接的な影響であることを証明するために、終夜脳波モニタリングおよ

びを脳血流シンチグラフィー(SPECT)用いて、ＧＨ治療前後の睡眠深度、脳血流を比較検討

した。GHD の子供達の睡眠パターンは、睡眠直後の non REM 睡眠の深度が浅く、GH 治

療で睡眠深度は改善した。また SPECT の検討では GH 治療により脳のほぼすべての場所で

脳血流は増加した。従って小児 GHD では GH 投与により、低身長・肥満の改善だけでな

く、睡眠障害、鬱症状の改善が認められることが明らかになった。 
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